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１．研 究 課 題： 国際経済学の歴史的展開―日本との国際比較研究― 

２．研 究 期 間： ２００８年 ３月 ３０日   ～  ２００９年 ７月 ３１日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）： アメリカ合衆国／ダラム・デューク大学 

 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

 デューク大学では、2008 年 7 月に The Center for the History of Political Economy （政

治経済学史センター）が誕生し、もとからあったワークショップやランチセミナー、毎年開

催される HOPE-Duke 会議が一層充実し、多くのトップレベル研究者との交流を重ねること

ができた。私の身分も、客員研究員のほか、上級研究フェロー扱いが加わった。      

 2008 年 4 月の HOPE-Duke 会議は、「ロバート・ソローと成長経済学の発展」でソロー氏本

人を含む経済学者、元国際機関エコノミスト、経済史家、方法論家、経済学史家等であった。

会議では、1950－60 年代の成長経済学が冷戦の産物であることが、参加したジャーナリス

トによって語られた。実際、アメリカにいるトップ経済学者たちが足並みを揃えて成長経済

学やその延長にある開発（発展）経済学の研究に参加したばかりではなく、そうした研究を

推進・奨励する原動力にもなっていた。アメリカの成長経済学には理論、思想、実証、認識

論に及ぶ知的考察が凝縮しており、経済成長と貿易の諸問題が一緒に論じられていた日本と

は大きな相違があることを痛感した。                           

 ワークショップでの報告者は学外の研究者が多かった。20 世紀前半の優生学研究や進歩

運動、後半の自由主義思想（libertarian）擁護の歴史的研究、シカゴ学派研究が過去 10年

ほど流行していたといえ、2009－10 年あたりにかけて、現代アメリカの形成に寄与した思

想についての研究成果として公刊されるであろう。これらと並行して、「科学研究がアメリ

カの活力の源であり、先端研究こそがアメリカを支えていくのである」といった意識 

(American Exceptionalism) が、社会科学分野でも共有されていることが伝わってきた。ま

た、社会科学や思想、歴史の分野では、（歴史的）優位性を主張するヨーロッパの研究者た

ちとの厳しい緊張・対抗関係が長年続いていることも感じられた。ワークショップ報告者た

ちとの議論が契機となり、私自身、シカゴ大学資料館と連絡を取り、プリンストン大学資料

館を訪問・調査するなど、アメリカの経済学・国際経済学についての研究を進める貴重な足

がかりをえた。国際経済学の歴史的研究は時間をかけて続けていく覚悟を決めた。     



※研究終了後２ヶ月以内に提出してください。ワープロ原稿の貼付けも可。なお、学術研究活動情報

（学術年鑑 Web）のホームページに掲載しますので、電子メールでも研究支援課まで

（tokkenseika@list.waseda.jp）ご提出くださるようご協力をお願いします。 

特別研究期間研究成果概要[つづき]（2,000 字以内）    氏 名：  池尾 愛子            

 

 研究成果と進行中の研究は、デューク大学の資料図書室にある 20 世紀経済学者ペーパー

ズを利用して進めたもので、次のとおり。(1) 論考 “Negishi's General Equilibrium 

Approach to Trade Theory: Trade between Similar Countries and Infant Industry 

Protection” を仕上げ、Heinz D. Kurz 氏との共編 A History of Economic Theory: Essays 

in Honor of Professor Takashi Negishi (Routledge) を 2009 年 4 月に刊行した。(2) 2007

年 9 月にパリ第一大学で開催された会議「知識としての一般均衡」の論文集に、論考 

“Japanese Contributions to General Equilibrium Approach: Analysis of How Market 

Economies Should Work” も収録されることになった。が、クロス・レファレンスをしたい

とのことなので、パリの研究者たちの 10 年がかりの研究成果は刊行まで時間がかかる見通

しである。しかし、彼らの研究成果は既に「漏れて」利用されているといってよい。(3) 論

考 “Martin Bronfenbrenner (1914-1997) in Japan, 1949-1952” をランチセミナーで報

告し、改訂した。アメリカ人経済学者についてアメリカ人たちの前で報告するという貴重な

体験をえた。Bronfenbrenner 氏がシカゴ大学出身であったので、シカゴ大学などアメリカ

の経済学・国際経済学にも視野を広げることになった。(4) 論考 “How Modern Algebra was 

used in Economic Science in the 1950s: Breaking the Glass Wall to the Scientific 

Acceptance” をランチセミナーと History of Economics Society (HES) の年次大会で発

表し、改訂の方向性をえた。HES 大会の論文発表では、有名だがあまり読まれない

Arrow-Debreu によるワルラス経済の定式化と Gale-Nikaido によるものの相違を強調する

一方で、関連論文のコメントにおいては、その論文が注目すべきは、Arrow-Debreu 型では

なく Gale-Nikaido 型であることを指摘した。                       

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


